
愛知県立日進高等学校 

 

支援活動の紹介 ロールプレイをつかったエイズ予防劇的スキルアップ 

 

本校における主な取組は、エイズ予防教育を授業の中に組み入れての、ロールプレイ

やパネルシアターの制作である。ロールプレイでは、「エイズ、そのとき君は」という

テーマで、グループに分かれて実施した。さらに、その結果を発表したものをＤＶＤ

に記録し、後日ＤＶＤをみた後ディスカッションを試みた。パネルシアターは中学校 1

年生を対象にした 8 場面展開で制作した。また図書委員を中心に、全クラスで折り鶴

をつくり、それを用いた「レッドリボンの折り鶴オブジェ」を制作し、図書館でエイ

ズ予防キャンペーンを開催した。 

今年度の実績 ・エイズ知識度テストの実施でエイズの知識を習得した。 

・美術部が「エイズ予防ポスター」を制作し、エイズ予防を全校生徒に計お初した。 

・ヒューマンコミュニケーションと家庭科の授業で、10 時間かけて中学生を対象にし

たパネルシアターを制作した。 

・ロールプレイを通して、エイズを自分自身の身近な問題ととらえることができた。 

・産婦人科医師による講演会で、性や命について広い視野からエイズを考えた。 

・文化祭で全校生徒に、エイズのアンケートやパンフレットの配布、パネル展示を通

して、エイズについて考える機会を与えた。 

・図書委員を中心に、全校生徒による折り鶴でレッドリボンの大型オブジェを制作し

た。それを図書館に展示することによって、図書館を利用する生徒に、エイズについ

て考える機会を与えた。またエイズ関連図書やＤＶＤを展示・放映した。 

次年度の活動計画 ・エイズ講演会を実施する・ 

・保健体育のエイズの授業をティームティーチングで行う。 

・年間行事にエイズの取組を組み込む。 

支援活動責任者 

からのコメント 

エイズ教育は高校生にとって必要であり、急務を要する教育課題であると認識しつつ、

これまで手をつけずにきた。しかし、今回ご支援をいただけることとなり、様々な取

組を実施することができた。その結果、生徒にもエイズ予防教育の効果が確認でき、

教員も多くのことを学ぶことができ、本当に感謝している。ただ、支援事業の継続が

行われないことが残念である。外部支援はないものの、これを機会に今後もエイズ教

育を継続するよう、努力していきたいと考えている。 


